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「
緑
川
な
お
」
を
名
乗
る
匿
名

自
民
党
横
浜
市
会
議
員
団

ｎ
日
ぺ
１
１
Ｑ
Ｆ
μ
／
Ｑ
Ｘ
″
Ｉ
Ｚ
ｉ
掬

は
昨
年
９
月
に
続
く
も
の
。

区

Ｆ
μ
Ｐ
ａ
Ｕ
ノ
ｉ
一
名
念
ぷ
が
Ｉ
一
ａ
Ｊ
号
！
ｇ
ｙ

し
ま
す
」
と
話
し
た
。

｜

－

叉

「
責
任
と
約
束
」
窪
成
状
況

　
４
年
前
の
地
方
選
に
あ
た
あ
る
問
題
を
見
過
ご
す
こ
と
な

り
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
ア
ン
く
、
社
会
全
体
で
Ｔ
供
を
守
り

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
横
浜
市
ま
す
。
た
だ
し
、
地
域
社
会
の

が
進
め
る
べ
き
施
策
に
っ
い
て
、
協
力
強
化
が
必
要
。

特
に
厭
要
と
思
わ
れ
る
事
業
を
②
が
ん
撲
滅
対
策
推
進
条
例

お
聞
き
し
ま
し
た
。
そ
心
結
果
（
成
立
、
１
４
年
1
0
月
１
目
施
行
）

を
参
考
に
、
自
民
党
市
議
団
で
／
横
浜
市
に
お
け
る
が
ん
対
策

は
８
つ
の
条
例
制
定
を
目
指
し

一
て
い
く
こ
と
を
決
定
し
、
こ
れ

ま
で
の
４
年
間
活
動
を
続
け
て

ま
い
り
ま
し
た
。
そ
心
結
果
、

現
在
ま
で
に
６
つ
の
議
員
提
案

を
進
め
る
総
合
的
な
条
例
を
制

定
。
が
ん
検
診
の
費
用
助
成
な

ど
予
防
対
策
も
強
化
。
ま
た
、

が
ん
の
早
期
発
見
と
自
己
負
担

の
軽
減
を
目
指
し
、
検
診
率
の

一
条
例
が
成
在
し
ま
し
た
。
　
向
Ｌ
を
目
指
し
ま
す
。

Ｔ
ｊ
供
を
虐
待
か
ら
守
る
条
例
③
地
域
の
絆
を
育
み
、
地
域
で

一
（
成
収
、
２
０
１
４
年
１
１
月
５
日
支
え
合
う
社
会
の
構
築
を
促
進

一
施
行
）
／
妊
娠
初
明
か
ら
子
供
す
る
条
例
（
成
立
、
１
１
年
４
月

一
を
守
り
、
児
童
虐
待
心
背
斌
に

ぷz穴M穴Ｗ

た議峰長φ会広報;

１
日
施
行
）
／
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
件
化
を
目
指
し
、
自

治
会
等
心
加
入
率
向
上
を
目
的

と
し
た
条
例
で
、
市
職
ほ
の
地

域
活
動
詞
参
加
を
努
力
義
務

と
し
て
規
定
。

④
災
肖
時
に
お
け
る
自
助
及
び

共
助
の
推
進
に
関
す
る
条
例

（
成
立
ぷ
年
５
月
習
施
行
）

／
災
害
発
生
時
に
懸
念
さ
れ
る

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化

に
起
因
す
る
二
次
災
害
に
対
応

す
る
た
め
、
「
自
助
・
共
助
・
共

助
」
概
念
を
改
め
て
明
文
化
。

⑤
将
来
に
わ
た
る
責
任
あ
る
財

政
運
営
の
推
進
に
関
す
る
条
例

（
成
立
乙
一
年
６
月
３
日
施
行
）

／
横
浜
市
の
財
政
健
全
化
の
た

め
に
執
行
権
者
に
財
政
健
全
の

目
標
数
値
設
定
を
規
定
。

⑥
都
市
農
業
に
お
け
る
地
産
地

酒
等
の
推
進
に
関
す
る
条
例

（
成
立
、
１
５
年
４
月
１
日
施
行
）

／
横
浜
の
都
巾
農
業
を
推
進

し
、
横
浜
生
産
農
畜
水
産
物
の

観
光
資
源
等
へ
の
活
用
促
進
を

図
り
、
強
い
農
業
を
進
め
る
。

⑦
商
店
街
振
興
基
本
条
例
（
未

成
立
、
１
５
年
第
１
回
定
例
会
に

提
案
予
定
）
／
地
域
社
会
９
賑

わ
い
、
交
流
の
場
で
あ
る
商
店

街
の
活
性
化
を
目
指
し
、
商
店

「
憧
れ
」
へ
の
挑
戦
、
刺
激
に

　
○
・
・
・
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
Ｈ
年
、

８
枚
目
の
ア
ル
バ
ム
£
な
た

が
寝
て
る
問
に
を
１
月
習

に
リ
リ
ー
ス
す
る
。
「
普
通
に
毎

日
や
っ
て
き
た
こ
と
が
形
に
な

っ
た
。
一
段
落
と
い
う
感
じ
か

な
」
と
表
情
を
和
ら
げ
る
。
１

月
ス
タ
ー
ト
心
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ

主
題
歌
と
し
て
書
き
ド
ろ
し
た

｜

⑧
生
活
道
路
整
備
促
進
条
例

（
未
成
立
、
１
５
年
第
１
回
定
例

会
に
提
案
予
定
）
／
災
害
時
な

ど
の
緊
急
活
動
に
支
障
が
発
生

す
る
狭
あ
い
道
路
の
拡
幅
が
推

進
さ
れ
る
よ
う
、
現
行
条
例
の

改
正
を
視
野
に
検
討
中
。

※
成
立
し
た
条
例
心
本
文
に
っ

い
て
は
横
浜
市
心
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
回
、
こ
れ
ら
の
条

例
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る

効
果
や
、
将
来
の
横
浜
に
っ
い

て
ご
意
見
等
を
伺
い
た
く
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
い
た
し
ま

す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、

可
尽
関
勝
則
゛
８
ヨ
か
ら
お
答

４ 衣 ¥ 火 ¥ x y x V w M W r

え
い
た
だ
け
ま
す
の
で
ご
協
力
六

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
　
］
’

両
へ
心
思
い
が
再
燃
し
た
。
「
い

っ
か
ま
た
撮
り
た
い
し
、
も
っ

と
演
技
も
し
て
み
た
い
」
。
枠
に

『
人
魚
岬
も
収
録
。
楽
曲
提
と
ら
わ
れ
ず
、
挑
戦
は
続
く
。

供
だ
け
で
な
く
、
昨
年
は
映
画
　
○
・
・
・
絵
や
物
作
り
に
一
人
没

『
ぶ
ど
う
心
な
み
だ
』
で
初
の
ヒ
頭
し
た
子
ど
も
時
代
。
物
語
が

ロ
イ
ご
役
を
好
演
。
ａ
楽
よ
り
動
く
こ
と
を
想
像
す
る
う
ち
、

先
に
夢
中
に
な
り
、
憧
れ
た
映

人
物
風
土
記

●8枚目のアルバムを田28口にリリースする

　　題字は

林文子横浜市長
安藤裕子お

青葉区出身37歳

興
味
は
映
画
製
作
へ
。
作
品
を

気
化
祭
で
上
映
し
た
こ
と
も
。

「
ひ
ど
い
出
来
だ
っ
た
け
ど
、
撮

っ
て
い
て
す
ご
く
楽
し
か
っ

た
」
。
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
に

進
学
後
、
周
り
心
勧
め
で
約
２

年
間
役
者
と
し
て
活
動
。
現
場

心
過
酷
さ
に
「
撮
り
た
い
も
の

を
提
れ
る
人
は
一
握
り
」
と
実

感
し
た
。
そ
ん
な
時
、
オ
リ
コ

ン
創
業
者
・
小
池
聴
行
氏
に
歌

声
を
褒
め
ら
れ
、
「
自
分
に
も

歌
う
と
い
う
可
能
性
が
あ
る
ん

だ
と
嬉
し
く
な
っ
た
」
。
新
た
な

表
現
方
法
と
出
会
い
、
曲
作
り

を
開
始
。
次
第
に
・
ほ
楽
仲
間
も

増
え
て
い
っ
た
。

　
皇
・
青
葉
区
出
身
。
新
興
住

」
磯
子
区
版
／
ｋ
3
3
7
２
０
１
５
年
（
平
成
2
7
年
）
１
月
１
５
日
南
号

メ
ー
ー
ｄ

ｌ
ｊ

●

健
康
測
定

　
１７
日
サ
ン
モ
ー
ル
洋
光
台

　
横
浜
市
が
行
っ
て
い
る
「
よ

こ
は
ま
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ポ
イ
ン

入場無料

Ｉ
Ｆ
／
‐
肴
１
陣
犬
£
。
政
一
右
″
匯

ま
で
、
サ
ン
モ
ー
ル
洋
光
台
で

行
わ
れ
る
。

　
当
日
は
、
歩
行
姿
勢
や
血
圧
、

休
脂
肪
率
な
ど
を
無
料
で
測
れ

る
。
測
定
者
に
は
特
典
も
あ
り
。

讐
必
久
田
さ
ん
が
語
る

　
　
　
市
病
院
協
会
が
市
民
講
座

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｅ
テ
レ
「
き
ょ
う
一
長
年
キ
ャ
ス
タ
ー
を
務
め
る
久

の
健
康
」
キ
ャ
ス
タ
ー
と
し
て
一
田
さ
ん
。
当
日
は
、
こ
れ
ま
で

お
馴
染
み
の
久
田
直
子
さ
ん
に

よ
る
講
演
会
が
２
月
１
０
日
叫
、

中
区
の
県
民
共
済
み
ら
い
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
る
。
入
場
無
料
。

公
益
社
団
法
人
横
浜
巾
病
院
協

会
の
ド
催
。
横
浜
市
ほ
か
後
援
。

　
１
艮
一
分
で
健
康
や
医
療
情

報
が
よ
く
わ
か
る
人
気
番
組
で

講
師
の
久
田
直
子
さ
ん

宅
地
で
育
ち
、
幼
い
頃
か
ら
街

の
変
化
を
見
て
き
た
。
「
す
ご
く

自
然
が
あ
る
わ
け
で
も
都
会
で

も
な
い
け
れ
ど
、
そ
こ
で
育
っ

た
私
に
は
安
心
感
の
あ
る
場

所
」
。
小
中
高
を
過
ご
し
た
森

村
学
園
（
緑
区
）
で
は
バ
ス
ケ

部
や
料
理
部
、
生
徒
会
な
ど
に

名
を
連
ね
た
。
常
連
だ
っ
た
駅

前
の
喫
茶
店
は
「
歴
代
森
村
っ

子
が
通
う
店
。
行
け
ば
誰
か
し

ら
い
た
」
と
思
い
出
が
蘇
る
。

　
○
…
３
月
か
ら
の
ツ
ア
ー
を

控
え
、
多
忙
な
日
々
。
「
大
好

き
な
温
泉
巡
り
を
な
ん
と
か
実

現
さ
せ
た
い
」
と
朗
ら
か
に
笑

う
。
Ｃ
Ｄ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
デ
ザ

イ
ン
や
Ｍ
Ｖ
の
監
督
な
ど
「
作

り
手
」
と
し
て
感
性
を
作
品
に

込
め
、
ス
テ
ー
ジ
で
披
露
し
て

き
た
。
「
ラ
イ
ブ
は
お
客
さ
ん
の

波
動
の
よ
う
な
も
の
が
伝
わ
っ

て
、
空
気
を
通
じ
て
Ｉ
つ
に
な

れ
る
」
。
唯
一
無
二
の
存
在
感
で
、

表
現
の
場
を
広
げ
て
ゆ
く
。

番
組
で
出
会
っ
た
第
一
線
で
活

躍
す
る
専
門
医
た
ち
心
話
や
取

材
経
験
を
も
と
に
「
病
気
の
予

防
に
っ
な
が
る
生
活
と
は
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
語
る
。
脳
卒
中

や
が
ん
、
認
知
症
を
遠
ざ
け
る

生
活
習
慣
や
健
診
で
心
予
防
法

を
わ
か
り
や
す
く
学
べ
る
。

　
時
間
は
午
後
２
時
か
ら
３
時

背
ま
で
。
定
員
先
着
３
ｏ
ｏ

人
。
申
込
み
は
同
協
会
事
務
局

四
〇
４
５
・
２
５
０
・
５
７
１

７
へ
（
午
前
１
０
時
か
ら
午
後
３

時
・
疋
午
か
ら
１
時
除
く
）
。
２

月
６
口
吻
締
切
。

　
２
Ｆ
Ｑ
ａ
Ｊ
、
『
・
『
一
″
。
む
Ｉ
ノ

動
産
の
評
価
額
と
時
価
の
違
い

な
ど
実
例
を
交
え
て
解
説
。
相

続
税
増
税
が
現
実
と
な
っ
た

今
、
「
財
産
を
多
く
残
し
た
い
」

と
い
っ
た
将
来
設
計
に
役
立
つ

みなとみらいホール

　　日越合同

ガラコンサート

　５組10人を招待

’
‘
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Ｓ

Ｍ
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Ｅ

参
加
費
無
料
で
事
前
予
約
制
。

定
員
各
一
に
人
。
両
方
参
加
も
片

方
だ
け
の
参
加
も
可
。
申
し
込

み
は
同
協
議
会
受
付
係
四
〇
４

５
・
５
４
８
・
５
３
０
０
．

＝
写
真
、
福
島
明
也
（
バ
リ
ト

ン
）
、
加
納
悦
子
（
メ
ソ
ソ
プ
ラ

ノ
）
、
大
山
大
輔
（
バ
リ
ト
ン
）

と
ベ
ト
ナ
ム
人
キ
ャ
ス
ト
が
競

演
し
、
第
一
部
で
は
日
本
と
ベ

ト
ナ
ム
の
歌
を
披
露
、
第
２
部

で
は
横
浜
発
の
オ
ペ
ラ
「
竹
取

物
語
」
抜
粋
版
を
Ｌ
演
す
る
。

　
横
浜
み
な
と
み
ら
い
ホ
ー
ル
ー
午
後
６
時
開
演
。
全
席
指
定
３

で
１
月
回
両
目
越
合
同
ガ
ー
５
ｏ
ｏ
円
。
脚
半
ル
チ
ケ
ッ

まちの情摩

お纒せ下さ

l045･227･5（

咄Ogoloinnews.

ト
セ
ン
タ
ー
四
〇
４
５
・
６
８

２
・
２
０
０
０
。

　
５
組
１
０
人
を
同
公
演
に
招

待
。
応
募
は
往
復
ハ
ガ
キ
に
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
を
明
記
し
、

〒
２
２
０
－
Ｏ
０
１
２
西
区
み

な
と
み
ら
い
２
の
３
の
６
横
浜

み
な
と
み
ら
い
ホ
ー
ル
「
ベ
ト

ナ
ム
の
心
」
係
へ
。
１
晶
日
一

締
切
。
発
表
は
発
送
を
も
っ
て
。

‐
‐

‐

ラ
コ
ン
サ

ー
ト

が
行
わ
れ
る
．
一
・
・
・
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’
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－
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－
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日
本
心
文
化
芸
術
心
発
信
・
一

交
流
を
目
的
と
し
た
横
浜
・
ハ

ノ
イ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
都
市
嘔
業

？
環
。
幸
田
浩
子
（
ソ
プ
ラ
ノ
）

ソ
プ
ラ
ノ
の
幸
田
浩
子
さ
ん

獅
子
舞
が
福
配
る

　
森
浅
間
神
社
・
神
田
囃
・
ｒ
森

保
存
会
に
よ
る
獅
ｆ
舞
披
露
が

１
月
６
目
、
杉
田
地
区
セ
ン
タ

ｌ

　
　
杉
田
セ
ン
タ
ー

ー
で
行
わ
れ
た
日
写
真
。

　
噛
ま
れ
る
と
縁
起
が
良
い
と

さ
れ
、
毎
年
こ
の
時
期
の
風
物

詩
と
な
っ
て
い
る
獅
ｆ
舞
。
ロ

ビ
ー
を
巡
り
な
が
ら
集
ま
っ
た

人
心
頭
を
噛
み
、
新
年
心
福
を

配
っ
て
ま
わ
っ
た
。

・
遺
言
の
無
料
相
談
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
禅
馬
会
館
で
１
月
2
4
日

　
行
政
書
士
高
田
吉
衛
事
務
所
　
相
続
に
関
す
る
疑
問
や
啓
一

で
は
１
月
習
田
、
禅
馬
会
館
書
の
書
き
方
等
、
区
の
ボ
ー
乙

（
久
木
町
１
９
国
道
１
６
号
バ
ス
テ
ィ
ア
講
師
と
し
て
地
域
に
一

停
「
浜
」
近
く
）
で
相
続
や
遺
着
し
た
活
動
を
続
け
る
高
忠

言
に
関
す
る
無
料
相
談
会
を
開
長
と
、
協
力
事
務
所
心
書
ま

催
す
る
。
　
　
　
　
　
が
親
身
に
相
談
に
応
じ
る
。

ａ

高
田
所
長
が
親
身
に
相
談
に
応
じ
る

「
市
営
墓
所
当
選
者
の
方
ヘ
サ

　
「
ゆ
き
げ
」
が
墓
石
カ
タ
ロ
グ
を
無
料
送
付
‐
‐

‐

　
「
巾
営
墓
所
に
当
選
し
た
が
、

墓
石
．
Ｌ
事
を
今
後
ど
心
よ
う
に

進
め
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
」

と
い
う
不
安
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
墓
は
何
度
も
建
替
え
る
も
心

で
は
な
い
か
ら
こ
そ
、
安
心
で

き
る
石
材
店
を
選
び
た
い
。

　
そ
こ
で
「
ゆ
き
げ
」
心
㈱
コ

ー
プ
総
合
葬
祭
が
、
お
墓
づ
く

り
心
問
題
を
解
決
す
る
冊
子

実
敗
し
な
い
お
墓
づ
く
り
』
を

がａ
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　－I●
ごそ
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２
冊
セ
ッ
ト
で
プ
レ
ゼ
ン
ト

iゆきげｓ石　匡11

作
成
。
実
例
と
と
も
に
お
墓
の
Ｉ

こ
と
を
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め

た
同
冊
子
は
、
す
で
に
１
万
４

千
人
以
上
が
請
求
す
る
ほ
ど
の
］

評
判
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
町

子
と
、
よ
り
具
体
的
な
内
容
ダ

わ
か
る
墓
石
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
‐
‐

‐

２
冊
を
セ
ッ
ト
に
し
て
同
社
か

ら
希
望
者
に
無
料
送
付
。
同
社
’

は
県
内
聚
協
の
共
同
出
資
戸

設
立
さ
れ
た
仏
事
窄
Ｉ
タ
ケ

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
、
利
用
者
忙

ら
の
評
価
も
高
い
。

　
申
込
み
は
「
ゆ
き
げ
案
内
セ

ン
タ
ー
」
圖
Ｏ
１
２
０
・
６
８

８
・
９
９
ｏ
（
１
０
時
ふ
時
半
）
、

ま
た
は
Ｈ
Ｐ
（
心
一
時
間
受
付
）
。
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◆火災・救急件数◆（平成27年1月1日～1月ﾌ日）

nlr iヨフ;lO件

n777171 ｌａｊｌ２０３件(で茫)

◆磯子消防署より◆１９９５年の阪神･淡路大震災、

２０１]年の東日本大震災､過去の大地震における火

災の出火原因は､原因不明を除いて６割以上が電気を

原因とする出火でした｡今後このような事態を防ぐた

め､設定値以上の揺れを感知した場合に電気を自動的　中

に遮断する[悪罵ブレーカー｣の設・をお勧めしまt

s

ぎ

横浜市では､悪罵フレーカーの購入･設置費用の補助朗ぃ合わせ

を行っています(1月３]日夕z切)。　　　　酋753･0119

・「ｒｎｌｌｙｘ７Ｔ１１１ΓΥΓ∩ｒｎｎｖｌ

？ふ消防出初ji
2015.1.10

ｊ

　新春恒例の消防出初式が杉田臨海緑

で開催された。当日は、自衛消防隊の

水演技や、昨年７月に発足した広報ｉ

隊による総合演技などが行われた。式の

後には､海に向かっての一斉放水も行わj

集まった多くの観客から大きな歓声と柁

が送られた。

　j’
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文藪春秋

ＫＡＤＯＫＡＷＡ

ＫＡＤＯＫＡＷＡ

　Ξ　上　延

　ﾋﾟｴｰﾙ･ﾙﾒｰﾄﾙ

　ﾌ東野圭吾

T………聊･･.,永　学

▼総合演技で初期消火に臨む広報消火隊の様子

角'�･光代　角JII春樹事務所

湊しか1なりえ､､一双　葉　社

川　原ﾌ礦べ‘ｊ《ＡＤＯＫＡＷＡ

圓ﾋﾞﾌﾟﾘｱ古●堂の・件手帖６

圓その食アレックス

圓ナミヤ雑貸店の奇蹟

圓心霊探偵八雲９

一紙の月

圓Nのために

－
－
‐

社
社
舎

談
葉
冬

乙訓
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伊坂幸太郎ﾝｰ

佐伯泰万英

さだまざし

回ソードアート･オンラインプログレッシブ３

－PK

目央意ノ方居眠り磐音江戸双紙47

函風に立つライオン

▲災害時出動する車両が会場を行進住吉書房新杉田店檜報提供
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